
2023 年２月２６日 聖日礼拝 
インターネットの礼拝映像配信は９時より。11 時からは録画を視聴できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■聖歌２６「つくられしものよ」（１，２，３節） 
①造られしものよ 声あげて歌え ハレルヤ ハレルヤ 
 造りぬしにして その支配者なる 

主なる神を ハレルヤ ハレルヤ ハレルヤ  
 
②風よ主を歌え 雲よ主をほめよ ハレルヤ ハレルヤ  

朝日いざ歌え ゆうづき いざほめよ 
主なる 神を ハレルヤ ハレルヤ ハレルヤ 

 
③きよらの流れよ 主のために歌え ハレルヤ ハレルヤ  

人をば温め 照らす日よ歌え 
主なる 神を ハレルヤ ハレルヤ ハレルヤ 

 
 
■「イエスの血潮で」（★→※→★の順序で歌う） 
★イエスの血潮で 救われ 癒（いや）され 天の御国へと 導かれる 
 イエスの血潮で 赦され 満たされ 尊い その血潮で 
 
※天の父と こひつじイェス ひざまずき歌う 聖なる御名 
 全地は歌う あがないの歌 栄光は主にあれ 
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■主の祈り  天にましますわれらの父よ。ねがわくは 御名
み な

をあがめさ
せたまえ。御国

み く に

をきたらせたまえ。御心
みこころ

の天になるごとく、地にもなさせ
たまえ。われらの日用

にちよう

の糧
かて

を今日もあたえたまえ。われらに罪をおかすも
のを われらが 赦すごとく、われらの罪をも赦したまえ。われらを こ
ころみにあわせず 悪より救いいだしたまえ。国と力と栄えとは かぎり
なく なんじのものなればなり。アーメン 
 
 
 
■交読 詩篇６６篇１～２０節 
１ 全地よ 神に向かって喜び叫べ。 
２ 御名（みな）の栄光をほめ歌い 

神の誉れに栄光を帰（き）せよ。 
３ 神に申し上げよ。 

「あなたのみわざはなんと恐ろしいことでしょう。 
偉大な御力（みちから）のために 
あなたの敵は 御前（みまえ）にへつらい服します。 

４ 全地はあなたを伏し拝みます。 
あなたをほめ歌い 
あなたの御名をほめ歌います。」 

 
５ さあ 神のみわざを見よ。 

神が人の子らになさることは恐ろしい。 
６ 神は海を乾いた所とされた。 

人々は川の中を歩いて渡った。 
さあ私たちは神にあって喜ぼう。 

７ 神はその御力（みちから）をもってとこしえに統（す）べ治め 
その目は国々を見張られる。 
どうか頑迷（がんめい）な者を高ぶらせないでください。 

 
８ 国々の民よ 私たちの神をほめたたえよ。 

神の誉れをたたえる声を響き渡らせよ。 
９ 神は 私たちのたましいを いのちのうちに保ち 

私たちの足を揺るがされない。 
10 神よ まことに あなたは私たちを試し 

銀を精錬するように 私たちを錬られました。 



11 あなたは私たちを網に引き入れ 
私たちの腰に重荷を負わされました。 

12 あなたは人々に 私たちの頭をまたがせ 
私たちは 火の中 水の中を通りました。 
しかし あなたは私たちを 
豊かな所へ導き出してくださいました。 

 
13 私は全焼のささげ物を携えて あなたの家に行き 

私の誓いをあなたに果たします。 
14 それは 私の苦しみのときに 

唇を大きく開き この口で申し上げた誓いです。 
15 私は 肥（こ）えたものを全焼（ぜんしょう）のささげ物として 

雄羊のいけにえの煙とともに あなたに献げます。 
雄牛を雄やぎとともに献げます。 

 
 
■使徒信条  われは天地のつくりぬし、全能の父なる神を信ず。われは
そのひとりご、われらの主、イエス・キリストを信ず。主は聖霊によりて
やどり、おとめマリヤよりうまれ、ポンテオ・ピラトのもとにくるしみを
うけ、十字架につけられ、死にてほうむられ、よみにくだり、三日目に  
死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父なる神の右に座したま
えり。かしこよりきたりて 生けるものと死にたるものとを さばきたま
わん。われは聖霊を信ず。聖なる公同の教会、聖徒のまじわり、罪のゆる
し、からだのよみがえり、とこしえのいのちを信ず。アーメン 
 
 
■聖書朗読 ルカの福音書 ４章１～１３節 
１ さて、イエスは聖霊に満ちてヨルダンから帰られた。そして御霊によ

って荒野に導かれ、 
２ 四十日間、悪魔の試みを受けられた。その間イエスは何も食べず、そ

の期間が終わると空腹を覚えられた。 
３ そこで、悪魔はイエスに言った。「あなたが神の子なら、この石に、パ

ンになるように命じなさい。」 
４ イエスは悪魔に答えられた。「『人はパンだけで生きるのではない』と

書いてある。」 



５ すると悪魔はイエスを高いところに連れて行き、一瞬のうちに世界の
すべての国々を見せて、 

６ こう言った。「このような、国々の権力と栄光をすべてあなたにあげよ
う。それは私に任されていて、だれでも私が望む人にあげるのだから。 

７ だから、もしあなたが私の前にひれ伏すなら、すべてがあなたのもの
となる。」 

８ イエスは悪魔に答えられた。「『あなたの神である主を礼拝しなさい。
主にのみ仕えなさい』と書いてある。」 

９ また、悪魔はイエスをエルサレムに連れて行き、神殿の屋根の端に立
たせて、こう言った。「あなたが神の子なら、ここから下に身を投げなさ
い。 

10 『神は、あなたのために御使いたちに命じて、あなたを守られる。 
11 彼らは、その両手にあなたをのせ、あなたの足が石に打ち当たらない

ようにする』と書いてあるから。」 
12 するとイエスは答えられた。「『あなたの神である主を試みてはならな

い』と言われている。」 
13 悪魔はあらゆる試みを終えると、しばらくの間イエスから離れた。 
 
 
■聖歌１１１「われいのちを」 
①われ いのちを なれに与え 血に ながみを きよくなして  

死と よみの手より なれをときぬ いかなるものもて なれこたえし 
 
②われは父の 神のもとを 去りて暗き地に くだれり  

栄えも くらいも われ 捨てたり なにものを捨てて なれ こたえし  
 
③なが罪ゆえ われは打たれ なが不義ゆえ われくだかる  

十字架の悩みは ながためなり いかなることもて なれ こたえし 
 
④またき救い 愛とゆるし われは買いて ながものとす  

この良き賜物 受けし なれは いかなる こたえを われに なすや 
 
 
■頌栄 聖歌３７６「父 御子 御霊の」 
 父・御子・みたまの おおみかみに とこしえかわらず 

御栄え
み さ か え

あれ 御栄え
み さ か え

あれ アーメン 


